
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

さまざまな世代の男性に、男性だからこその悩みとの向き合い方・寄りそい方について考えていただき、自分らしく生きるためのヒントを見つけていただく。また、「誰もが自
分らしく生きられる男女共同参画社会の実現」といった同じ目的に向かって活動・交流する仲間づくりを促す（居場所づくり）。

目的

内容

方法

１．アイスブレイク

２．自己紹介・グループ交流
・「趣味」について自由にしゃ
べっていただく
・センター所員がファシリテー
ターとなり、時間調整
・「趣味をする上で困ることは？
」と投げかけ、“男性の生きづら
さ”に目を向けていただく
・全体交流

３．話題提供（センター所員）
・そもそも男女共同参画って？～
なぜジェンダー平等が必要か～
・男性の生きづらさって？

対象 家事・育児中のパパ、定年退職しているベテラン、学生などさまざまな世代の男性

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

１．講義（外部講師）

テーマ：「男性の生きづらさに寄
りそう～ワーク・ライフ・バラン
スの実現をめざして～」

男性だからこその悩みや生きづ
らさ、ワーク・ライフ・バランス
に詳しく、分かりやすく話をして
くださる講師の方に講義を依頼

１．個人演習
講義の内容を受け、WLB表

（ワーク・ライフ・バランス表）
を使って参加者一人ひとりに現在
の自分の生活を見つめ直していた
だく。

２．意見交流
WLB表の結果をもとに、参加者

さん同士で意見交流、「課題」を
共有していただく

３．質疑応答
講師との質疑応答を通して、男

性の生きづらさや、「自分らしく
生きること」への理解を深めてい
ただく

１．人生の達人に学ぶ
地域や身近なところで生き生き

と活動されている方、趣味と上手
に向き合っておられる方、ワー
ク・ライフ・バランスを実現され
ている方をお招きし、語っていた
だく。

２．ふせん記入
講師やゲストティーチャーのお

話を受け、「これからどう趣味と
向き合っていくか」「どう自分ら
しく生きていくか」を一人ひとり
ふせんに書いていただく

３．グループ交流

４．全体交流
（ふせんを使って）

グループワーク、講義（30分） 講義（45分） 個人演習、グループワーク（30分） 講演、演習、グループワーク（30分）

１．「第２回」を考える
本事業ブラサンカクの第２回を

どうするか、参加者全員で考えて
いただく。必要に応じて所員が
ファシリテーターをする

＊ブラサンカク … 地域の秘密をブ
ラブラ歩いて解き明かす某テレビ
番組のように、リラックスした気
持ちで男女共同参画について考え
てほしい（という思い）

交流（15分）

基点・基軸の形成

【趣旨】コロナ禍の影響もあってか、ここ数年男性からの相談件数が増えている。生きづらさを誰にも相談できず苦しんでいる男性も多いのではないかと思われる。また、男性の生きづらさといった問題を考える場合

は、世代間のギャップを埋めていく必要もあるのではないかと思われる。そこで、さまざまな世代の男性に、自分らしく生きるためのヒント等を見つけていただくための、“気軽に参加できる”事業を提案する。

課題解決

「男性の生きづらさに寄りそう」といったテーマのセミナーを企画しても、参加者がなかなか集まらないといった現状がある。また、育ってきた環境や時代背景等の違い
から、同じ男性同士でも世代間で交流することには抵抗があるのではないかと思われる。

課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先 男女共同参画センターの登録団体・推進員、県内大学、図書館 等

目標

【事業名】ブラサンカク①「しゃべりたい男子」集まれ！！～趣味のこと、そして、家庭 仕事（学校）未来のこと～ ★年齢制限なし（土曜の午後に設定）

振り返り

・
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入

・
第
２
回
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
会
）
の
お
知
ら

せ
送
付

・
登
録
団
体
へ
の
登
録
を
勧
め
る

・
ふ
せ
ん
の
掲
示

独立行政法人国立女性教育会館 令和４年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

滋賀県・千田直人

takano
四角形


